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11月号 目　次

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,940人（－6）　男 4,936人（+3）　女 5,004人（－9）
　　　　　　　　　出生 7人　 死亡 3人　 転入 15人　 転出 25人
　　　　　　　　　世帯数 3,447世帯（－1）
　　　　　　　　　※平成23年10月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

決算特集「平成22年度まちの家計簿」…Ｐ２･３･４
実質単年度収支が９年ぶり黒字に/一般会計を家計に置き換えてみました　ほか

茶の里伝言板 …………………Ｐ５･６･７
ともに創るまちづくり推進計画シリーズ／コラボスタイ
ル 協働のカタチ／郷之口地下水 テトラクロロエチレン
モニタリング終了します／町立保育所 平成24年度入所
申込み／見逃さないで、その兆候 11月は児童虐待防止月
間／食改の窓／75歳以上の方 不審な電話・訪問にご注意
／健やかうじたわら21プラン　ほか

今月の案内欄 ………………Ｐ８･９･10
「宇治田原ものしり検定」受験者募集／「父と子の手打ち
茶うどんづくり」参加者募集／剪定枝チップ化物の配布
／来年度の電気柵設置の補助要望受付／入札参加資格審
査の受付／来年度入学予定児童の就学前健診／町制施行
55周年記念 第27回小・中学生主張大会／「元気のヒケツ。」
募集　ほか

決 算特集
　平成22年度 まちの家計簿

平成19年度からの財政改革が結実
実質単年度収支、９年ぶりに黒字化達成
　平成22年度の決算がまとまりました。実質単年度収支が約２億２千万円と、９年ぶりの黒字
化。町の貯金である基金に約１億９千万円積み立てることができました。
　平成19年度から人件費の削減や事務事業の見直しなどの行財政改革を徹底的に進めてきたこ
とがおおきな要因です。

４年間の改
ど り ょ く

革の成
けっしょう

果

改
ど り ょ く

革の中
つみかさね

身

財
政
効
果
は
次
年
度
も
継
続
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８
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町税
39.8％
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53.8％

決 算特集
平成22年度 まちの家計簿

一
般
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計
歳
出

歳
出
額
は
約
39
億
５
千
万
円
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町
が
支
出
し
た
一
般
会
計
の
総
額
は
約
39
億
５
千
万
で
前
年
度
に

比
べ
て
約
２
億
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
人
件
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扶
助
費
・
公
債

費
な
ど
の
義
務

的
経
費
が
全
体

の
46
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
子

ど
も
手
当
支
給
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ど
に
よ
り
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扶
助
費
が
増
加

し
義
務
的
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多
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き
て
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ま
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。

義務的経費
46.0％

公
　債
　　費
　11.6％投資的

経　費
10.8％

その他の経費
43.2％
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円
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町
税
や
地
方
交
付

税
の
減
少
な
ど
に
よ

り
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、
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27

26

25

24

23

22

21

20
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

26億2,825万円

24億9,909万円

23億7,291万円

23億161万円

25億3,637万円

　

自
治
体
の
自
力
で

の
財
政
力
や
国
へ
の

依
存
度
を
表
し
ま
す
。

比
率
が
高
い
ほ
ど
、

財
政
的
に
余
裕
が
あ

り
独
自
政
策
が
実
施

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

最
近
は
、
世
界
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時

不
況
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入
の
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財
政
力
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下
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あ
り
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す
。
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力
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0.45
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

宇治田原町 類似団体 府下市町村平均

↑
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治
体
自
体
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政
力
が
あ
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0.726
0.690

0.580
0.600

0.550
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率

健
全
化
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標
は
良
好

07

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
保
４
年
連
続
赤
字

08
　

特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
特
別
会
計
と

企
業
会
計
は
次
の
と

お
り
で
す
。国
保
は
、

前
年
度
の
繰
り
上
げ

充
用
（
次
年
度
の
収

入
を
前
倒
し
し
て
そ

の
年
度
の
財
源
に
す

る
）
が
響
き
、
約
７

千
万
円
の
赤
字
を
出

し
、
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※赤字が生じない場合は「－」、参考として黒字比率を（△）で表示。
＊1　普通会計の赤字の大きさから財政状況を判断する指標
＊2　特別会計を含めた全会計の赤字の大きさから財政状況を判断する指標
＊3　借金等の返済額の大きさから資金繰りの度合いを判断する指標
＊4　実質的な負債額等から将来の財政のひっ迫度合いを判断する指標
＊5　企業会計の累積された資金不足額等から経営状況を判断する指標

健全化判断比率 宇治田原町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率　　＊1 ―
（△ 3.6％） 15％ 20％

連結実質赤字比率　　
　　　　　　　　＊ 2

―
（△ 22.1％） 20％ 35％

実質公債費比率　＊ 3 11.1％ 25％ 35％

将来負担比率　　＊ 4 ―
（△ 28.0％） 350％ ―

資金不足比率　＊5 宇治田原町 経営健全化基準

水道事業会計 ―
（△ 20.6％）

奥山田地区簡易水道事業特別会計 ―
（△ 0.0％） 20％

公共下水道特別会計 ―
（△ 0.2％）

＊水道事業は企業会計。歳入を総収益に読み替える。消費税抜き。

会　　　　　計 歳　　　入 差　引　額

国 民 健 康 保 険 10億3,259万円 △6,965万円

老 人 保 健 396万円 0円

後 期 高 齢 者 医 療 7,644万円 98万円

232万円6億2,636万円介 護 保 険
　（ 保 険 事 業 勘 定 ）　

48万円292万円介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

87万円4,900万円奥山田地区簡易水道事業

公 共 下 水 道 事 業 5億6,481万円 686万円

1,476万円1億9,857万円水道事業（収益的事業）＊

町ホームページにも決算資料を掲載しています。
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財
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に
対
す
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借
金
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残
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較
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、

引
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続
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借
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利
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発
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発
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努
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こ
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で
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。

45

44

43

42

41

40

39
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

43億1,635万円

41億7,388万円

40億9,287万円

40億7,285万円 40億7,289万円

（平成21年度）

48,960円

平成22年度 前年と比べて （一般会計の項目）

47,910円 △1,050円 …物件費

項　　目

光熱水費、家財費など

92,450円 90,820円 △1,630円 …人件費食 費

64,260円 42,670円 △21,590円 …普通建設事業費住 居 の 増 改 築

住 居 の 補 修 …維持補修費200円2,310円2,110円

32,020円 44,760円 1,240円 …扶助費医 療 費

子 ど も へ の 仕 送 り …繰出金△4,050円47,780円51,830円

45,990円 45,890円 △100円 …公債費借 入 金 の 返 済

友 人 へ の 支 援 金 …補助費等△23,230円51,950円75,180円

120円 60円 △60円 …出資金・貸付金友 人 へ の 貸 付 金

預 貯 金 の 積 立 …積立金18,600円20,550円1,950円

414,870円 394,700円 △20,170円合　　　計

（平成21年度）

161,110円

平成22年度 前年と比べて （一般会計の項目）

162,650円 1,540円 …町税

項　　目

世 帯 主 の 収 入

100,240円 107,660円 7,420円 …地方交付税など配 偶 者 の 収 入

89,370円 69,580円 △19,790円 …国・府支出金親 か ら の 仕 送 り

事 業 収 入 …分担金、使用料など△4,330円9,890円14,220円

13,260円 14,680円 1,420円 …寄附金、繰越金などそ の 他 収 入

借 入 金 …町債8,620円42,480円33,860円

14,080円 1,380円 △12,700円 …繰入金預 貯 金 の 引 き 出し

合　　　計 △17,820円408,320円426,140円

11,270 13,620収入―支出　①

14,080円 1,380円預貯金の引き出し②

－2,810円 12,240円実質的な収支（①－②）

＊ 一般会計の歳入・歳出決算を10,000で割った金額を１か月の家計に置き換えています。

　　町の一般会計を

1か月分の家計に 

　　置き換えてみました。

　一般会計の決算額を１か月の家計の
収支に例えて、＂うじたわら家＂の家計
がどうなっているのか。Ｑ＆Ａで簡単
にポイントを説明します。

Ｑ医療費が増えているね
Ａ扶助費と呼ばれるこの費用は、
社会保障制度としてみんなの福祉を支える
ための費用なんだ。高齢化社会になってき

ているから、支え合う費用は増え
ているんだ。これからも増えてい
くことが予想されているんだね。

Ｑ借入金が増えているけど
Ａ借入金のうちの多くは地方交付税
の不足分として借り入れた臨時財政対策債
で、この借入が増えたんだ。臨時財政対策
債の返済金は地方交付税で補てんされる仕

組みになっているから、実質的に
はうじたわら家の負担にはならな
いんだよ。

Ｑ預貯金の引き出しが減っているね
Ａ人件費を減らす努力や、集団茶園
整備事業が終了したから、預貯金の引き出

しが少なくてすんだんだね。去年
よりも余裕が出たから、預貯金に
積み立てもできたんだね。

Ｑうじたわら家は黒字なの
Ａ去年は預貯金の引き出しが
14,080円あるから、実質は2,810円の
赤字だったんだ。けど今年は、預貯金の引
き出しが1,380円と少なかったから黒字

になったんだ。預貯金の引き出
しに頼らないようにしなければ
いけないよね。

支 出

収 入
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平成22年度に
　取り組んだ主な事業 ▲ ▲ ▲ ▲ 　６つの重点プロジェクト

　地 域福祉対策
　　　　　プロジェクト
01

子育て支援医療費支給事業（2,222万円）
　小学校修了までの乳幼児・児童の医療費を全額（一部自己負担月
200円を除く）助成しました。

障がい者ケアホーム整備推進事業（640万円）
　社会福祉法人宇治田原むく福祉会が建設する障がい者ケアホーム
の施設整備を支援し、障がい者福祉の充実を図りました。

子育て支援リーダー育成事業（24万円）
　子育てや育児不安解消のための、子育て支援講座を開催しました。

（計７回開催）

　健 康長寿日本一
　　　　　プロジェクト
02

スリムで健康事業（19万円）
　健康で元気に長生きするため、生活習慣病の予防や生活習慣改
善のための実践型の集団教育・健康事業を実施しました。

食生活改善推進員養成事業（15万円）
　食生活改善推進員の養成講座を開催し、食生活を通じた健康づく
り活動の推進を図りました。

子どもたちを守る新ワクチン接種事業（282万円）
　子どもの細菌性髄膜炎を予防するヒブワクチンや子宮頸がんを予
防するＨＰＶワクチン接種費用を全額助成し、疾病予防を図りました。

　安 心・安全
　　　　　プロジェクト
03

地震ハザードマップ作成事業（322万円）
　災害に強いまちづくりを目指し、防災意識の高揚を図るため、地
震の被害想定を示した地震ハザードマップを作成しました。

多機能消防資機材整備事業（1,355万円）
　消防力の充実及び自然災害への対応を想定し、多機能型消防車
両及び小型動力ポンプの整備を行い、消防団資機材の充実を図り
ました。（多機能型消防車両１台、小型動力ポンプ４台更新）

橋梁長寿命化修繕事業（2,171万円）
　橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の修繕工事を実施しました。

（修繕橋梁数：４橋）

　産 業･観光活性化
　　　　　プロジェクト
06

宇治田原いいとこ発信事業（35万円）
　宇治田原の魅力を広く発信し、観光等交流の活性化を図るため「宇
治田原いいとこ探検スタンプラリー」を開催しました。

緊急雇用創出事業（2,011万円）
　急激な経済情勢の変動により、離職を余儀なくされた方のため、
就業の機会を提供するとともに、新たな雇用の場を創出しました。

（新規雇用：33名）

融資利子補給金支給事業（692万円）
　中小企業の負担を軽減するため、融資利子補給を拡充し、あん
しん借換融資を含め、経営安定の支援を行いました。（交付件数：
49件）

決 算特集
平成22年度 まちの家計簿

　環 境対策
　　　　　プロジェクト
05

住宅用太陽光発電システム設置補助事業（148万円）
　再生可能エネルギーの普及促進を図るため、住宅への太陽光発
電システム設置に補助金を交付しました。（補助件数：15件）

太陽光発電設備・エコソーラーライト整備事業（1,920万円）
　低炭素社会に対応した快適で安心な地域づくりを進めるため、
保育所に太陽光発電設備を設置し、ＬＥＤ照明のソーラーライトを
保育所とバス停に合計９基設置しました。

廃食油回収推進事業（232万円）
　ＢＤＦとして再生される廃食油の回収ボックスを全地区に設置し、
環境対策の充実とともに、再生可能エネルギー普及啓発を行いま
した。（設置数：21か所）

　教 育環境充実
　　　　　プロジェクト
04

「こども司書」育成事業（３万円）
　読書環境の充実のため、図書室利用のリーダーとして「こども司書」
を育成しました。（こども司書養成課程修了者：22名）

小学校教室空調設備導入事業（5,421万円）
　小学校教室の快適な学習環境整備のため、田原、宇治田原の両
小学校に空調設備を導入しました。

茶の里っ子を育む学習事業（32万円）
　ふるさと宇治田原に誇りと愛着心を持つ子どもたちを育てるた
め、小・中学校で、お茶をはじめ町の伝統文化についての総合学習
を実施しました。

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

い
つ
も

一
緒
に
ね
。

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％
扌
〔変動金利型〕

最大軽減金利

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％

〔変動金利型〕

最大軽減金利
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■問＝問合せ先　■申＝申込先

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281

今年の秋はエコな おでかけ！
バス・エコファミリー
11月の土･日曜日、祝日は、バス降車時に児童が「エコファミリー」と言って運賃箱
にチケットを入れると、大人１人につき、同伴の小学生以下の児童２人まで無料で
乗車できます。

■問企画・財政課（☎88－6632）

対象路線　本町を含む京都南部12市町を走る路線バス等
☆チケット（チラシ）は事前に町内の小学校に配布しています。また、
　役場、総合文化センターに配架しています。

あなたとともにまちづくり

茶の里　伝言板

Tea village　infomation

やってみよう 手を結ぼう 宇治田原力で茶
ちゃ

茶
ちゃ

茶
ちゃ

『協働』ってナニ？

　

現
在
、
宇

治
田
原
町
で

は
、
最
も
基

本
と
な
る「
宇

治
田
原
町
第

４
次
ま
ち
づ

く
り
総
合
計

画
」
で
、
将
来
像
を
『
心
を
つ
な
ぎ
と
も
に
創

る
茶
文
化
の
ま
ち
』
と
し
、「
協
働
に
よ
る
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
方
を
基
本
姿

勢
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
に
町
に
お
け
る
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
と

も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制
定
・

施
行
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

活動団体
個人

区・自治会

町（役場）
職員

一緒になって対等の
パートナーとして

　

郷
之
口
地
域
の
地
下
水

　

２
年
間
継
続
し
て
環
境
基
準
ク
リ
ア

　

「
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
」
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
終
了
し
ま
す

　

平
成
12
年
に
郷
之
口
地
域
の

地
下
水
か
ら
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
が
検
出
さ
れ
て
以
降
、

続
け
て
き
た
地
下
水
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
（
継
続
監
視
調
査
）。

検
査
結
果
が
２
年
間
継
続
し
て

環
境
基
準
値
以
下
と
な
っ
た
た

め
地
下
水
の
使
用
は
安
全
と
判

断
し
、
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
関
係
地
区
の
皆
様
に

は
、
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
の
経
過

　

平
成
12
年
５
月
に
田
原
川

（
蛍
橋
・
環
境
基
準
点
）
で
、

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
環

境
基
準
値
（
０
・
０
１
mg
／

ℓ
）
以
下
で
は
あ
り
ま
す
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

た
水
質
検
査
で
、
周
辺
地
区
77

井
戸
の
う
ち
24
井
戸
か
ら
環
境

基
準
値
を
超
え
る
テ
ト
ラ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
が
検
出
。
以
降
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
浄
化
対
策
と
し

て
、「
光
触
媒
Ｖ
Ｏ
Ｃ
分
解
処

理
装
置
」
の
設
置
を
平
成
17
年

３
月
に
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ

る
井
戸
水
の
く
み
上
げ
を
同
年

４
月
に
開
始
。
１
年
間
継
続
し

て
水
質
が
環
境
基
準
を
達
成
し

た
平
成
20
年
６
月
ま
で
行
い
ま

し
た
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
終
了
の
理
由

　

土
壌
汚
染
対
策
法
で
は
、
浄

化
対
策
終
了
後
、
環
境
基
準
を

２
年
間
連
続
（
年
４
回
水
質
検

査
×
２
年
間
）
し
て
達
成
す
る

こ
と
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
終

了
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
21
年
12
月
８
日
以
降
の
水
質

検
査
で
環
境
基
準
値
以
下
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
地
下
水
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
終
了
し
ま
す
。

環
境
基
準
…
人
の
健
康
を
保
護

し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
上

で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
る
国
が
定
め
る
基

準
。

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
…
揮

発
性
有
機
塩
素
系
化
合
物
の
１

種
で
、
無
色
透
明
の
液
体
。
人

体
に
は
有
害
で
、
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
溶
剤
等
に
使
わ

れ
て
い
る
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６
６
３
９
）

秋の催しを前に美しく 環境美化８団体、クリーンキャンペーン

　まちには、さまざまな協働のカタチ（コラボスタイル）があります。
このコーナーでは、協働のまちづくりに汗を流す皆さんの活動や取組
を紹介していきます。

　

10
月
１
日
、
環
境
美
化
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
８

団
体
が
集
い
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
様
々
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
控

え
て
、「
来
場
者
を
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
し
た

い
」
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
に
賛
同
す
る
団
体
外
か
ら
の
参
加

者
も
加
わ
っ
て
、
ご
み
拾
い
や
草
引
き
に
約
50

名
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
環
境
美
化
団
体
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
・

順
不
同
）

▼
竹
ぼ
う
き
会
▼
花
い
っ
ぱ

い
さ
あ
く
る
▼
環
境
を
守
る

会
▼
南
友
花
グ
ル
ー
プ
▼
切

林
を
美
し
く
す
る
会
▼
山
下

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
▼

岩
山
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼

ク
リ
ー
ン
禅
定
寺

歩道の舗装の隙間か
ら生えた草も丁寧に
除去。ごみ袋で約
165袋のごみや草、
土砂などが回収され
ました。

　る

ともに協

働
ともに創るまちづくり推進計画
　　　　　　　　　シリーズ①

り
」
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　

推
進
条
例
で
は
、「
公
共
的
な
領
域
に
お
い

て
、
住
民
と
町
が
相
互
の
特
性
を
認
め
合
い
、

共
同
の
課
題
解
決
を
め
ざ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

果
た
す
べ
き
役
割
及
び
責
任
を
自
覚
し
、
分
担

し
、
扶
助
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
相
互
に
助
け

合
い
協
力
す
る
こ
と
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、「
住

民
の
皆
さ
ん
と
町
の
そ

れ
ぞ
れ
得
意
な
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
で
き

る
こ
と

を
考
え

る
。
一

方
で
は

お
互
い

の
強
み
を
活
か
し
役
割
分
担
を
行
い
、
他
方
で

は
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
魅
力
あ

る
ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
」で
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
示
し
た
こ
の
条
例
の
普

及
啓
発
・
具
現
化
に
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
な

行
動
目
標
を
定
め
た
も
の
が
、「
宇
治
田
原
町

と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
～
や
っ
て

み
よ
う　

手
を
結
ぼ
う　

宇
治
田
原
力
で
茶
茶

茶
～
」
で
す
。

　

次
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
推
進
計
画
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

■問
企
画･

財
政
課
（
☎
８
８-

６
６
３
２
）

協働のカタチ
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町
立
保
育
所
「
あ
ゆ
み
の
そ
の
」

　

平
成
24
年
度

入
所
申
込
み

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
込
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

　

現
在
入
所
さ
れ
て
い
る

児
童
も
同
様
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

申
込
書
配
布　

11
月
７
日

（
月
）
か
ら
町
立
保
育
所

と
役
場
福
祉
課
で
配
布

※「
保
育
に
欠
け
る
証
明

書
」
は
同
居
の
方
す
べ

て
必
要
で
す
の
で
、
証

明
書
の
様
式
が
不
足
す
る
方

は
、
配
布
時
に
必
ず
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
24
日
（
木
）
～

見
逃
さ
な
い
で
、
そ
の
兆
候

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

　

子
ど
も
の
虐
待
は
早
期
発
見
・

早
期
対
応
が
重
要
で
す
。
常
に

兆
候
を
見
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
地
域
で
気
に
な
る
親
子
や

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
う
子

ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
通
報
い
た
だ
い

た
方
の
氏
名
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

▼
本
町
で
は
、「
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
」
に
お
い

て
、
要
保
護
児
童
に
対
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
・
連
絡
先
▼
福
祉
課
（
☎

８
８-

６
６
３
５
）
▼
教
育
委 ▲今年のお茶摘み体験

国保特定健診・後期高齢者健診

受けられなかった方を
対象に追加で実施
今月末までに受診してください

し
て
ご
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
と
し
て
、
７
月
～
９
月

末
ま
で
「
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
に
受
診
で
き
な

か
っ
た
方
を
対
象
に
11
月
末
日

ま
で
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
保

険
証
を
持
参
の
う
え
、
受
診
券

の
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
６
月
末
に
送
付
し
た
受
診
券

は
有
効
期
限
が
９
月
末
日
で
、

ご
使
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
含

む
）
を
対
象
と
し
て
、
７
月
～

10
月
末
ま
で
「
後
期
高
齢
者
健

診
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
国
保
加
入
の
方
へ

　

75
歳
以
上
の
方
へ

　

最
近
、
高
齢
者
宅
へ
、
厚
生

労
働
省
の
職
員
等
を
装
っ
た
不

審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
電
話
を
掛
け
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
情

報
を
教
え
た
り
せ
ず
、
家
族
や

警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
戸
籍･

保
険
課
（
☎
８
８-

６
６
３
４
）

　

75
歳
以
上
の
方
（
障
が
い
認

不
審
な
電
話･

訪
問
に

ご
注
意

　
笑
顔
の
写
真
ミ
ニ
コ
ン
ク
ー
ル

　

展
示
・
投
票
受
付
中

期
間　

11
月
30
日
（
水
）
ま
で

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

先
に
募
集
し
た
笑
顔
の

写
真
を
展
示
。
素
敵
な
笑
顔
に

元
気
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
来

所
者
の
投
票
で
写
真
の
中
か
ら

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
。
投
票
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員

さ
ん
に
よ
る
栄
養
た
っ
ぷ
り
で
、

お
い
し
く
手
軽
に
で
き
る
朝
食

レ
シ
ピ
・
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

■問
・
■申
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
３
６
）

　

子
ど
も
手
当
受
給
者
の
方
が

10
月
分
以
降
の
子
ど
も
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
は
新
た
に

「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
11
月
上
旬

に
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■問
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

　食 改の窓　食を通じた健康管理

材　料

ごぼう……60g
にんじん……20g
きゅうり……20g
シーチキン……40g
マヨネーズ……大さじ2
しょうゆ……少 （々0.4g）

作り方

１ ごぼう、にんじんは３㎝長さの細
い千切りにしてゆでる。

２ きゅうりは、３㎝長さの千切りに
する。

３ ①②油切りしたシーチキンを合わ
せ、マヨネーズで和える。しょうゆ
を少々入れ、まぜる。

 第４班（岩山）
畑谷　祐子さん

茹でて和えるだけの
簡単メニューです。
ごぼうが沢山入って
いるので手巻き寿司
の具や、サンドイッ
チ、お弁当の一品に
入れると食物繊維が
美味しく取れると思
います。

（１人分） エネルギー 79kcal　蛋白質 2.3ｇ　脂質 6.5ｇ　カルシウム 11mg　塩分 0.2ｇ

今月の食改さん

No.128　ごぼうサラダ シャキシャキ感を残して、しっかりかんで
食べられるように仕上げるとよいです!!

第28回心をつなぐ福祉バザー
　今年も商工祭会場にて福祉バザーを開催。お値打ち
品がたくさん！皆様のご来場をお待ちしています! !

日　時　11月３日（木･祝）
　　　　午後１時30分～（開場 １時15分）
場　所　維孝館中学校体育館
協　力　各区・社協登録ボランティアグループ

　各ご家庭よりたくさんのバザー物品をご提供いただ
き、ありがとうございました。
　収益金は、社協が取り組む「地域福祉の推進」「ボ
ランティア活動の振興」に役立てさせていただきます。

■問社会福祉協議会（☎88－3294・FAX88－4094）

社協
　通信

　

子
ど
も
手
当

　

必
ず
認
定
請
求
書
の
提
出
を

　

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

血
液
は
生
命
維
持
に
不
可
欠

で
人
口
工
的
に
造
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
す
。
け
が
や
病

員
会
（
☎
８
８-

５
８
５
０
）
▼

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
８-
６

６
３
６
）
▼
町

立
保
育
所
（
☎

８
８-

６
６
１

１
）
▼
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
８

-

６
６
２
２
）

▼
宇
治
児
童
相

談
所
（
☎
４
４

　

こ
の
期
間
中
に
受
診
で
き
な

か
っ
た
方
を
対
象
に
11
月
末
日

ま
で
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
ご
持
参
の
う
え
、
窓
口
で
受

診
票
（
問
診
票
）
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

気
（
特
に
が
ん
の
治
療
）
で
必

要
と
な
る
輸
血
用
血
液
は
、
献

血
で
し
か
確
保
で
き
ず
、
保
存

で
き
な
い
た
め
絶
え
ず
新
鮮
な

血
液
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
の

善
意
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
（
火
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分
受
付

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

■問
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６

６
３
６
）

-

３
３
４
０
）
▼
民
生
・
児

童
委
員
▼
人
権
擁
護
委
員
▼

学
校
▼
警
察
な
ど

＊
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０-

０

６
４-

０
０
０
）

30
日
（
水
）〔
土
・
日
曜
日
除
く
〕

提
出
先　

町
立
保
育
所
（
受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

入
所
可
否　

審
査
の
う
え
、
結
果

を
通
知

入
所
対
象

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
生

後
90
日
以
上
の
方
～
平
成
18
年

４
月
２
日
生
ま
れ
の
方

■問
・
■申
町
立
保
育
所
（
☎
８
８-

６
６
１
１
）

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続
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子育て通信
■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２

・FAX８８－３１０４）

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９時30分～午後４時）

＝11月の地域子育て支援センター事業＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

４ ５

11 1210９８７６

18 19171615

25 262423222120

27 28 29

３

30

２１

1413

12 ／１ 12 ／ 2
▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　16日（水）
　ぱぺっぽサークル
　14日（月）
　（いずれも子育て支援センターで）

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまいヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

12 ／ 3

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

健やかうじたわら21プラン　～健康増進計画～

■問 保健センター（☎88－6636）

みんなで創ろう！笑顔あふれる　元気･健康･宇治田原

緑苑坂会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

赤ちゃん講座

子育て支援センター
10：00～正午

まいまい
ネンネ広場

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

「寿命が府内でビリって知っていましたか？」

親子クッキング

保育所ホール
10：00～正午

まいまい
食育広場

「子育ての
イライラ解消」

保育所ホール
10：00～11：30

三世代交流
講演会

クリスマス
飾りつくり

１１月の講座・講習会

まいまい食育広場
８日（火）10：00～正午　保育所ホールで
　講　師：町栄養士・食生活改善委員
　対　象：０歳～就学前の親子
　申込み：４日（金）までに子育て支援センターへ

赤ちゃん講座（事前申込不要）
10日（木）10：00～正午　子育て支援センターで
　講　師：京都府看護助産師技能委員会
　対　象：３～８ヶ月の乳児とその親

ファミリー･サポート交流会（自力整体）
17日（木）10：00～11：30　総合文化センター研修室３で
　講　師：山口明子さん
　対　象：０歳～就学前の親
　申込み：11日（金）までに子育て支援センターへ

三世代交流講演会（要予約）
27日（日）10：00～11：30　保育所ホールで
　内　容：子育てのイライラを解消するために
　　　　　（子どもの発達について学ぶ）
　講　師：臨床心理士　馬見塚珠生さん
　※保育ルームあり

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
　７日（月）13：30～15：30
　子育て支援センター

わらべうた

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

　「健やかうじたわら21プラン（概要版）」。もう、ご覧になりましたか。
　健康長寿日本一をめざした健康づくりの計画です。平成21・22年度に住民
の皆さんと一緒にワークショップをとおして策定しました。
　今後、このコーナーでは、この計画についてご紹介していきます。皆さんが、
いきいきと健康で長生きできるよう、皆さんと一緒に、課題を見つめ、それに
対する取組を進めていきたいと思います。ご意見、お待ちしています。
　皆さんは日頃、健康のために心がけていること、取り組んでいることはありますか。
　健康志向の高まりで、食事や運動など何かしら心がけている方も多いかと思
います。

ベビー
マサージ
産後のヨガ 他
持ち物　バスタオル
　　　　母子手帳

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

散歩（雨天時は
体育館でゲーム）

旧奥山田小学校
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

自力整体

文化センター 研修室３
10：00～11：30

ファミリー･サポート
交流会

勤労感謝の日

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

ふれあい遊び
紙遊び

みんなの家
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

11月生まれお誕生会
球根植え

凝っている部
分を脱力させ
リフレッシュ
しましょう

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

　　今月の保健･予防案内
幼児健康診査　11日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
乳児健康診査　18日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
ポリオ予防接種　14日（月）、28日（月）　〈受付〉午後１時15分～２時
一般･乳幼児健康相談○予 　８日（火）、22日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時
場所 以上は、いずれも保健センター

健康ウォーキング教室○予 　４日（金）、16日（水）　午前９時30分～11時30分
場所 住民体育館

スリムで健康！教室○予 　　　９日（水）　午前９時30分～正午
場所 総合文化センター　18日（金）　午前10時～11時30分

○予 ＝要予約

Vol.1
　平成17年度の調査（下表）で、宇治田原町の男性の平均寿命は78.3歳。な
んと府内最下位なんです。平成15～19年の死亡原因を見ると、がんは30%

（そのうち肺がん30％）、心疾患15％、肺炎11％、脳血管疾患９％。この統
計からは、生活習慣病対策が課題であることがわかります。それと、死亡率ナ
ンバー１のがん。でも、その「がん検診」の受診率は、胃がん8.8%、肺がん
11.4%、大腸がん12.4% ととても低いのです。これも大きな問題です。あな
たは受診されていますか？
　今、お示ししたのはほんの一例です。健康づくりは、大人だけでなく乳幼児
期からの日々の積み重ね。そう考えると、家族ぐるみ、地域ぐるみで取り組ん
でいく必要があります。
　計画では、乳幼児期～高齢期まで５つの世代に分け、現状や課題を確認し健
康づくりの目標や指標を設定しています。今後、この世代ごとの健康づくりに
ついてご紹介していきます。来月号は「乳幼児」です。

（このコーナー掲載の間、「こんちにちは保健師です」はお休みさせていただきます。）

88
86
84
82
80
78
76
74

87歳（最高値）

80.4歳（最高値）

86.1歳

78.3歳

与
謝
野
町

伊
根
町

京
丹
波
町

南
山
城
村

精
華
町

和
束
町

笠
置
町

加
茂
町

木
津
町

山
城
町

宇
治
田
原
町

井
手
町

久
御
山
町

大
山
崎
町

南
丹
市

京
丹
後
市

京
田
辺
市

八
幡
市

長
岡
京
市

向
日
市

城
陽
市

亀
岡
市

宮
津
市

宇
治
市

京
都
市

女性
男性

元気はつらつ！若返り塾〔11月分〕
地　区　場　所 時　　　　間開　催　日

交流会（総合文化センター） 午後２時30分～３時45分７日（月）　■申 各地体操時

高 尾 公 民 館 午後２時～４時21日（月）

10・24日（木） 午前10時～正午郷 之 口 会 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午15日（火）

４日（金）、21日（月） 午前10時～正午荒 木（やすらぎ荘）

岩 山 会 館 午前10時～正午17日（木）、28日（月）

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午11・25日（金）

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午22日（火）

10日（木） 午後２時～４時立 川 公 民 館

湯 屋 谷 会 館 午前10時～正午７日（月）

17日（木） 午後２時～４時奥 山 田 会 館

南 公 民 館 午後２時～４時４日（金）
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11月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　１　２　３　４　５
６　７　８　９　10　11　12
13　14　15　16　17　18　19
20　21　22　23　24　25　26
27　28　29　30

 
今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

町
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業

宇
治
田
原
も
の
し
り
検
定

（
初
級
）
受
験
者
募
集

　

ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
知
る
た

め
に
ぜ
ひ
挑
戦
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午

前
10
時
15
分
～
11
時
30
分
（
試

験
時
間
60
分
）

受
験
料　

無
料

会
場　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

資
格　

宇
治
田
原
町
に
愛
着
・

関
心
の
あ
る
方

申
込
期
限　

11
月
16
日
（
水
）

申
込
み　

所
定
の
申
込
書
を
①

郵
送
②
フ
ァ
ッ
ク
ス
③
Ｅ
メ
ー

ル
④
直
接
持
参
で
提
出

実
施
要
項
、
公
式
問
題
集
の
備
え

付
け
場
所　

役
場
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

町
立
保
育
所
、
中
央
公
民
館
、

や
す
ら
ぎ
荘
、商
工
セ
ン
タ
ー
。

町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

そ
の
他　

出
題
数
１
０
０
問
（
公

式
問
題
集
」
か
ら
出
題
）。
80
％

以
上
の
正
解
で
合
格

■問
・
■申
宇
治
田
原
も
の
し
り
検

定
実
行
委
員
会
事
務
局（
企
画
・

財
政
課
☎
８
８-

６
６
３
２
・

FAX
８
８-

３
２
３
１
・
〒
６
１

０-

０
２
８
９
荒
木
西
出
10

Ｅ
メ
ー
ルkikakuseisaku@

tow
n.ujitaw

ara.kyoto.jp

）

学
校
給
食
ミ
ニ
試
食
会

参
加
者
募
集

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
学
校
給
食

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
子
ど
も
の
食
育
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
ミ
ニ
試
食

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

茶
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
（
お
茶
を

使
っ
た
献
立
）
を
食
べ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
時
と
献
立

●
第
１
回　

11
月
17
日
（
木
）
午

後
０
時
40
分
～
１
時
40
分

▽
抹
茶
ク
リ
ー
ム
パ
ン
、牛
乳
、

ス
ー
プ
煮
（
ウ
イ
ン
ナ
ー
）、

た
ら
こ
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

●
第
２
回　

12
月
15
日
（
木
）
午

後
０
時
40
分
～
１
時
40
分

▽
バ
タ
ー
パ
ン
、
牛
乳
、
チ
キ

ン
カ
ツ
（
お
茶
入
り
）、
冬
野

菜
の
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ

場
所　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

２
階
会
議
室
（
緑
苑
坂
）

定
員　

各
回
10
人

試
食
代　

２
７
０
円

申
込
み　

各
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
申
込
み
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は

３
日
前
の
午
前
９
時
ま
で
に

■問
・
■申
学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
☎
８
８-

２
２
５
５
）

「
父
と
子
の
手
打
ち
茶
う
ど
ん

づ
く
り
」
参
加
者
募
集

日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
１
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

５
組

内
容　

お
父
さ
ん
ま
た
は
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
子
さ
ん
で
協
力

し
て
、
お
茶
を
使
っ
た
う
ど
ん

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

申
込
期
限　

11
月
11
日
（
金
）

■問
・
■申
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８-

６
６
３
６
）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
配
布

（
農
家
等
事
業
者
向
け
）

配
布
対
象　

農
業
等
を
営
む
事

業
者
（
個
人
、
団
体
）
の
方

申
込
期
間　

11
月
１
日
（
火
）
～

８
日
（
火
）
※
数
量
限
定

申
込
み　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
。
申
込
書
は
組
合
施

設
、
役
場
に
備
え
付
け
。
組
合

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

配
布
期
間
（
要
予
約
）　

11
月
21

日（
月
）～
12
月
２
日（
金
）〈
土
・

日
曜
日
、
祝
日
除
く
〉
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後

１
時
除
く
）

配
布
場
所
（
申
込
先
）　

奥
山
リ

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
１
０-

０
１
２
１
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
・

☎
５
３-

３
５
８
１
）

配
布
方
法･

配
布
料
金　

▼
本
人

引
取
り
＝
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
４
ｔ

車
ま
で
の
ダ
ン
プ･

ト
ラ
ッ
ク
で

各
自
配
布
場
所
ま
で
。
料
金
…

１
㎥
５
０
０
円

▼
配
達
希
望
＝
希
望
さ
れ
た
場

所
ま
で
配
達
。
配
達
当
日
は
立

会
い
必
要
。
料
金
…
１
㎥
１
，

０
０
０
円
（
配
達
費
込
み
）

■問
城
南
衛
生
管
理
組
合
施
設
課

（
☎
０
７
５-

６
３
１-

０
８
３
５
）

生
活
・
相
談

募　

集

こ
ち
ら

消
費
生
活

相
談
窓
口

「
二
酸
化
炭
素
排
出
権
取
引
」
に

関
す
る
儲
け
話
に
注
意　
　
　

　

今
年
１
月
か
ら
、「
二
酸
化

炭
素
排
出
権
取
引
」
を
勧
誘
さ

れ
て
、
支
払
っ
た
お
金
が
す
べ

て
な
く
な
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、「
以

前
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立
っ
て
い
た

ロ
コ
・
ロ
ン
ド
ン
金
取
引
の
分

野
が
、
今
年
１
月
の
商
品
先
物

取
引
法
の
施
行
に
伴
っ
て
規
制

強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
業

者
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
権
の

差
金
決
済
取
引
に
シ
フ
ト
し
て

き
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
」
と

し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
で

複
雑
な
こ
の
取
引
。
仕
組
み
を

理
解
し
て
い
な
い
消
費
者
は
、

手
を
出
さ
な
い
こ
と
が
賢
明
で

す
。

　

ま
た
、
取
引
形
態
に
よ
っ
て

は
賭
博
罪
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
勧
誘
を

受
け
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

11
月
の
消
費
生
活
相
談
日

８
日
・
22
日
（
火
）
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

11
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　

４
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
日
（
水
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
木
津
川
市
役
所
北
別
館

11･

25
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

１
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４

２
６
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８

８-

６
６
３
８
）

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
11
月
２
・

９･

16･

30
日
（
水
）
午
後
２
時

～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

読
ん
で
み
た
い

こ
の
一
冊

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の

映
像
は
テ
レ
ビ
で
何
度
も
放

映
さ
れ
て
い
ま
す
。車
や
家
々
、

そ
し
て
船
ま
で
も
が
流
さ
れ

無
残
な
姿
と
な
っ
て
私
達
の

目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
書
は
三
陸
海
岸
で
発
生

し
た
過
去
の
津
波
の
記
録
書

で
す
。
明
治
29
年
と
昭
和
８

年
、
そ
し
て
昭
和
35
年
の
津
波

に
つ
い
て
、
体
験
者
の
貴
重

な
証
言
を
通
じ
て
当
時
の
被

害
状
況
が
臨
場
感
を
も
っ
て

克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
昭
和
８
年
の
津
波
を
体

験
し
た
子
ど
も
が
書
い
た
作

文
に
は
生
々
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
恐
怖
や
悲
し
み
不

安
な
ど
の
感
情
が
拙
い
文

章
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
震
災
を
体
験

し
た
子
ど
も
達
の
作
文
が

収
録
。
子
ど
も
が
見
た
２

つ
の
大
津
波
。
時
代
は

違
っ
て
も
子
ど
も
の
純
真

な
心
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

休館日　毎週火曜日
　３日（木・文化の日）
　23日（水・勤労感謝の日）
　24日（木・館内整理日）
おはなし会
　①12日（土） 11：00～
　②26日（土） 11：00～

今 月 の 予 定

おはなしよみ隊 隊員募集!
　おはなし会などの行事で活動して
いただけるボランティア「おはなし
よみ隊」を募集しています。
　主な活動内容は毎月第２･４土曜
日に開催している定例おはなし会
や、「バースデー」（６月）「クリス
マス」（12月）などの特別おはなし
会での読みきかせ・プログラムの準
備などです。
　ご興味がある方は、ご連絡ください。

■問町立図書館（☎88－5852）

『
三
陸
海
岸
大
津
波
』

　
　
　
　
　

吉
村　

昭
／
著

『
文
藝
春
秋
』
２
０
１
１

年
８
月
臨
時
増
刊
号
「
つ

な
み
被
災
地
の
こ
ど
も
80

人
の
作
文
集
」

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り
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お
知
ら
せ

来
年
度
の
電
気
柵
等
設
置
の

補
助
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
が
後
を
立
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
農
林

業
者
が
ま
と
ま
っ
て
、
野
生
鳥

獣
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
電
気

柵
等
を
設
置
す
る
場
合
の
補
助

制
度
で
す
。

◇
府
補
助
制
度

対
象　

農
林
業
者
が
組
織
す
る

団
体
（
３
戸
以
上
）

補
助
率　

耐
用
年
数
５
年
以
上

の
常
設
の
防
護
柵
の
資
材
購
入

費
50
％
以
内

◇
町
補
助
制
度

対
象　

農
林
業
者
が
組
織
す
る

団
体
（
３
戸
以
上
・
事
業
費
10

万
円
以
上
・
受
益
面
積
10
ａ
以

上
の
団
体
）

補
助
率　

事
業
費
の
20
％
以
内

（
補
助
限
度
額
５
０
０
千
円
）

申
込
期
限　

11
月
30
日
（
水
）

※
要
望
書
の
提
出
期
限
厳
守

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

林
産
物
の
採
取
に
注
意

　

町
内
の
山
林
に
は
松
茸
山
な

ど
立
入
禁
止
と
さ
れ
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無
断
で
林

産
物
を
採
取
し
た
場
合
、
森
林

窃
盗
と
し
て
刑
事
罰
の
対
象
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
立

入
禁
止
の
場
所
へ
は
、
無
断
で

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■問
森
林
組
合
（
☎
８
８-

４
０
８

８
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

老
後
の
た
め
に
農
業
者
年
金

（
担
い
手
積
立
年
金
）

対
象　

農
業
従
事
者
や
そ
の
配

偶
者
、
後
継
者
な
ど

加
入
要
件

▼
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者（
保
険
料
納
付
免
除
者
除
く
）

▼
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

▼
20
歳
～
60
歳
未
満
の
方

保
険
料
補
助　

認
定
農
業
者
な

ど
意
欲
あ
る
担
い
手
の
方
に
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
保

険
料
の
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業

振
興
課
内
☎
８
８-

６
６
３
８
）

入
札
参
加
資
格
審
査
の
受
付

（
平
成
24･

25
年
度
分
）

　

平
成
24
・
25
年
度
に
発
注
す

る
物
品
や
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
関

す
る
業
務
な
ど
の
「
入
札
等
参

加
資
格
審
査
申
請
書
」
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

有
効
期
間　

平
成
24
年
４
月
１

日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
２

年
間
）

受
付
期
間　

11
月
14
日
（
月
）
～

30
日
（
水
）〈
土
・
日
曜
日
、
祝

日
除
く
〉

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
５
時

受
付
場
所　

役
場
１
階
第
１
会

議
室

※
申
請
書
は
、
企
画
・
財
政
課

に
備
え
付
け
。
町
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■問
企
画･

財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

高
校
通
学
費
補
助
金
制
度

定
期
の
写
し
等
を
忘
れ
ず
に

　

申
請
は
毎
年
１
月
に
教
育
委

員
会
で
受
け
付
け
ま
す
。
そ
の

際
、
ご
使
用
の
『
通
学
定
期
の

写
し
（
各
学
期
・
各
月
分
）・

バ
ス
カ
ー
ド
』
が
必
要
で
す
。

期
限
の
終
了
し
た
定
期
券
は
返

却
す
る
前
に
必
ず
写
し
（
現
物

で
も
可
）
を
残
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
方
法
は

来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

来
年
度
入
学
予
定
児
童
の

就
学
前
健
診

　

平
成
24
年
度
、
小
学
校
に
入

学
予
定
の
児
童
を
対
象
に
健
康

診
断
を
行
い
ま
す
。
対
象
児
童

に
は
、
保
護
者
あ
て
に
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
封

の
「
健
康
診
断
予
備
調
査
票
」

に
ご
記
入
の
う
え
、
健
診
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ま
だ
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
８
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
（
受
付

午
後
１
時
15
分
～
）

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-
５
８
５
０
）

京
都
府
最
低
賃
金
の
改
正

　

10
月
16
日
（
日
）
か
ら
、
府

内
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
府
内
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
含
む
）
と
労
働
者
を

１
人
で
も
使
用
し
て
い
る
す
べ

て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
こ
の
金
額
よ
り
低
い

金
額
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

金
額　

１
時
間
７
５
１
円
（
引

き
上
げ
額
２
円
）

■問
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
☎
０
７
５-

２
４
１-

３
２
１
５
）

税
務
署
だ
よ
り

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

　

11
月
11
～
17
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。
国
税
庁
で

は
こ
の
期
間
、「
税
の
役
割
と

税
務
署
の
仕
事
」を
今
年
の
テ
ー

マ
に
、
様
々
な
広
報
・
広
聴
活

動
を
行
い
ま
す
。
同
期
間
に
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学

生
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
税
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■問
宇
治
税
務
署
（
☎
４
４-

４

１
４
１
）

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
３
日
（
木･

祝
）
午

前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
商

工
祭
会
場
内
）

内
容　

①
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
②
ペ

タ
ン
ク
③
囲
碁
ボ
ー
ル
④
デ
ィ

ス
ゲ
ッ
タ
ー
９

主
催　

体
育
指
導
委
員
会

■問
住
民
体
育
館
（
☎
８
８-

４

５
６
７
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
17
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　
　
　

消
防
功
労　

中　

嶋　

忠　

男
さ
ん

公
平
委
員
会
制
度
60
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰

　
　
　

谷　

川　

利　

明
さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
品
衛
生
優
良
施
設

　
　
　

（
株
）
エ
フ
ケ
イ
京
都
工
場
（
＝
髙
橋
稔
工
場
長
）

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
表
彰

　
　
　

町
村
監
査
功
労
者　

垣　

内　

太　

平
さ
ん

地
方
教
育
行
政
功
労
者

　
　
　

辻　

井　

和　

文
さ
ん
（
前
宇
治
田
原
町
教
育
長
）

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
京
都
府
推
進
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

　
　
　

宇
治
田
原
町
更
生
保
護
協
会
（
＝
蘆
原
信
一
会
長
）

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

　
　
　

森　

田　

君　

代
さ
ん
（
更
生
保
護
女
性
会
員
）

京
都
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　

茨　

木　

章　

生
さ
ん

（
保
護
司
）

　
　
　

土　

屋　

和　

博
さ
ん

京
都
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　
　
　

内
助
功
労
者　

臼　

谷　

美
千
代
さ
ん

　
　
　

谷　

口　

武　

子
さ
ん
（
更
生
保
護
女
性
会
員
）

約
4.5
㌢

約 8 ㌢

広告募集

 　

広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝
発行部数　3,300部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）

第３回 人権のつどい　人権の大切さについて、今一度みんなで考えてみませんか
日 時　12月４日日　午後１時30分～４時　場 所　総合文化センター

《さざんかホール》
●式　　典　　●人権標語入選者表彰
●人権啓発講演会
　「For You ～あなたのために、家族のために、地域のために～」

講師　廣中　邦充さん　

　「平成の駆け込み寺」として、家出・不登校・ひきこもり・
いじめ・自傷行為などの問題を抱える思春期の子ども達を無償
で預かり、子どもの自立と社会復帰を支援する熱血和尚。子ど
もの心の痛み・叫びに真正面から向き合い、数々の子どもを救
う。住職が語る実践的教育論に、各方面から注目が集まる。

※講演会で手話通訳を希望される場合は、11月21日（月）までにご連絡ください。

《研修室１》
●人権問題相談　午後１時～４時
《２階ギャラリー》
●人権啓発パネル展･人権ポスター･標語展　〔11月30日水～12月５日月〕

■問総務課（☎88－6631・FAX88－3231）

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

者
が
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ

る
よ
う
、
農
業
者
年
金
の
加
入

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
で
、
高
等
学
校（
専
修

学
校
、
各
種
学
校
を
含
む
）
に
バ

ス
通
学
を
し
て
い
る
生
徒
の
保

護
者
に
、通
学
費
を
助
成
し
ま
す
。
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鶴
の
子
・
古こ

老ろ

柿が
き

　

宇
治
田
原
の
初
冬
の
風
物
詩

「
柿
屋
」
が
町
内
の
あ
ち
こ
ち

に
建
ち
出
し
ま
し
た
。

　

古
老
柿
は
、
鶴
の
子
と
い
う

小
粒
の
渋
柿
の
皮
を
む
い
て
柿

屋
の
棚
に
並
べ
て
、
霜
が
降
り

た
朝
の
冷
た
い
風
や
日
中
の
暖

か
い
お
日
さ
ん
に
あ
て
て
干
し

ま
す
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
乾

い
た
と
こ
ろ
で
柿
屋
か
ら
降
ろ

し
て
ム
シ
ロ
に
広
げ
て
、
箕み

で

ひ
り

4

4

ま
す
。（
今
は
網
籠
を
回

転
さ
せ
て
ひ
り

4

4

ま
す
。）
そ
れ

を
何
回
も
何
日
も
繰
り
返
し
て

ひ
っ
て

4

4

4

い
く
と
だ
ん
だ
ん
と
白

い
粉
が
吹
き
出
し
ま
す
。

　

鶴
の
子
は
、
奈
良
か
ら
京
都

に
か
け
て
街
道
沿
線
で
植
え
ら

れ
、
ひ
と
昔
前
ま
で
茶
畑
に
多

く
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
雀
隠
れ
に
簀す

広
げ
、
鳥
隠

れ
に
藁わ

ら

葺ふ
き

や
」
こ
れ
は
柿
の
新

芽
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
を

見
計
ら
っ
て
茶
畑
に
本ほ

ん

簀ず

覆
い

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
柿

の
木
に
と
ま
っ
た
雀
が
葉
っ
ぱ

で
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
ら
葭よ

し

簀ず

を
広
げ
て
、
雀
よ
り
ひ
と
ま

わ
り
大
き
な
鳥
が
見
え
な
く
な

る
頃
に
藁わ

ら

を
振
る
よ
う
に
す
る

と
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

鶴
の
子
を
搾
っ
た
柿
渋
は
耐

水
性
を
強
め
腐
食
防
止
や
細
菌

繁
殖
防
止
効
能
が
あ
り
、
籠か

ご

や

箕み

、
ほ
い
ろ

4

4

4

の
助じ

ょ

炭た
ん

な
ど
に
塗

ら
れ
ま
し
た
。
中
国
で
は
漢
方

薬
と
し
て
古
く
か
ら
使
わ
れ
、

（127）茶
さ

論
ろ ん

高
血
圧
や
脳
卒
中
防
止
な
ど
に

効
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
老
柿
は
茶
席
の
お

菓
子
に
古
く
か
ら
使
わ
れ
、
京

菓
子
の
甘
さ
と
硬
さ
の
基
準
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

古
老
柿
は
、
12
月
13
日
の
事

始
め
の
日
に
初
出
荷
さ
れ
歳
暮

や
正
月
料
理
と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
。
正
月
の
鏡
餅
に
重
ね

る
串
柿
は
、「
外
は
ニ
コ
ニ
コ
、

中
む
つ
ま
じ
く
」
と
願
い
が
込

め
ら
れ
、
お
節
料
理
の
柿
ナ
マ

ス
は
紅
白
に
し
て
目
出
度
く
祝

い
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
に
は
悪
酔
い
防
止
に
も
一

役
買
い
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
皆
さ
ん

お
体
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

　

「
消
防
防
災
訓
練
」を
行
い
ま
す

　

11
月
６
日
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
郷
之
口
で

　

町
と
町
消
防
団
（
＝
桝
村
昌

弘
団
長
）、
消
防
団
支
援
隊
、

宇
治
田
原
分
署
で
は
、
郷
之
口

地
域
に
お
い
て
、
郷
之
口
区
自

主
防
災
会
（
＝
潮
見
博
司
会

長
）
と
連
携
し
た
消
防
防
災
訓

練
を
行
い
ま
す
。
今
後
30
年
間

で
最
も
発
生
確
率
が
高
い
と
予

想
さ
れ
る
「
東
南
海
地
震
」
と

「
南
海
地
震
」。
今
回
の
訓
練
は

こ
の
２
つ
が
同
時
に
発
生
し
、

町
内
で
震
度
５
の
揺
れ
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
想
定
し
行
い
ま

す
。

　

訓
練
当
日
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
が
、
火
災
と
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

周
辺
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
（
雨
天
時
は
、
郷

之
口
区
自
主
防
災
会
が
田
原
小

学
校
体
育
館
で
訓
練
を
実
施
）

場
所　

郷
之
口
地
域
、
田
原
小

学
校
周
辺

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

垣
口
侑
飛
さ
ん（
宇
治
田
原
小
）が
全
日
本
で
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　

第
３
回
町
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
行
わ
れ
た
「
第
３

回
宇
治
田
原
町
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」。
こ
の
た
び
、

ご
応
募
い
た
だ
い
た
97

点
の
中
か
ら
入
賞
作
品

を
決
定
し
ま
し
た
。　

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
垣
口
侑
飛
さ
ん
の
作

品
は
、「
全
日
本
消
防

共
済
会
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
も
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
な
お
、
入
賞
者
は

来
年
１
月
８
日
（
日
）
の
消
防

団
出
初
式
で
表
彰
。
最
優
秀
作

品
は
、
町
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
、
公
共
施
設
、
広
報
板

に
掲
示
し
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
・
宇
治
田
原
小
学
校
＝「
宇

小
」、田
原
小
学
校
＝「
田
小
」）。

▼
最
優
秀
賞　

垣
口
侑
飛
（
宇

小
４
年
）
※
「
全
日
本
消
防
人

共
済
会
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
最
優
秀
賞

▼
優
秀
賞　

西
出
友
佳
（
宇
小

４
年
）、
松
田
万
奈
（
宇
小
４

年
）、山
中
雅
由
（
宇
小
４
年
）、

藤
田
桃
歌
（
宇
小
４
年
）、
横

山
結
菜
（
田
小
６
年
）、
馬
場

な
な
み
（
田
小
６
年
）、
中
沢

天
翔
（
田
小
６
年
）、明
石
萌
々

香
（
維
孝
館
中
２
年
）、
神
田

琴
乃
（
維
孝
館
中
２
年
）

『
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
』

　

今
回
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
全
作
品
を
秋
の

火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
11

月
９
日
（
水
）
～
14
日
（
月
）、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
ま
す
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

総合文化センター ２階ロビー

日　時　11月26日（土）　午後２時～３時
出　演　あきらか（ハーモニカアンサンブル）
演奏曲　「荒城の月」「恋の町札幌」
　　　　　「いつでも夢を」ほか
■問総合文化センター（☎88－5851）

音楽に親しむ
　　つどい

▲

垣
口
さ
ん
の
作
品
で
作
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

ロビーコンサート 入場
無料

くとうてん

　「わが家のアイドル。」の高
齢者版、「元気のヒケツ。」。
来月から掲載を始めることに
なりました。
　ご家族からのご応募も、も
ちろんＯＫです。どしどしお
寄せいただければうれしいで
す。
　「大切な写真を郵送するの
はちょっと」、「パソコンしな
いからメールで送れない」
や、「せっかくの機会だし」
など。どんな場合でも、ご連
絡いただければ、撮影に伺い
ます。ぜひ、お声掛けください。

（Ｋ）

元気のヒケツ。

わが家のアイドル。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集しています。
写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」、「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」
を総務課広報 info@town.ujitawara.kyoto.jp までお送りください。

江島大
だい

悟
ご

ちゃん　（1か月）

大塚心
ここ

葉
は

ちゃん　（3歳2か月）

心葉のかわいい大悟♪♪♪

井田龍
りゅう

我
が

ちゃん　（5歳5か月）

　　陽
あか り

梨ちゃん　（2歳）
　　泰

たい

我
が

ちゃん　（6歳9か月）

素敵なお友達にたくさんめぐりあえます
ように☆（じいちゃん・ばあちゃんより）

80歳以上の方
　ご応募 待ってます

　新コーナー「元気のヒケツ。」では、85歳以上
の方の「元気の秘訣

4 4

」を紹介していきます。
　12月号以降、このコーナーに登場していただ
ける町内の80歳以上の方を募集します。
　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気
の秘訣（25文字程度）」、「電話番号」を添えて総
務課広報まで、郵便またはＥメールでお送りくだ
さい。
　ご希望のある場合は、広報担当者が写真撮影に
伺いますので、ご連絡ください。

　申込先　610－0289　荒木西出10
　　　　　　　　　　　　役場総務課広報まで
　      　　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp
　      　　☎88－6631

町制施行
55周年記念 第27回 小･中学生主張大会
　青少年対策協議会では、青少年に自分の思いや考えなどを発表する機会を
設け、青少年の健全育成の推進を図ることを目的として開催。

日　時　11月19日㈯　午後１時30分～
場　所　総合文化センターさざんかホール
内　容　 ▼第１部＝小･中学生の主張発表
　　　　 ▼第２部＝フリートーク等
発表者

▼宇治田原小学校＝上辻悠斗さん、永谷茶門さん ▼田原小学校＝田中優香さん、
塚本百華さん ▼維孝館中学校＝河那辺瑠美さん、平野里奈さん

●『未来への伝言』絵画･イラスト展
　11月16日㈬～28日㈪　　文化センター２Ｆギャラリー

■問青少年対策協議会事務局（教育委員会教育課内☎88－5850）


